
「ほっかいどう学」大学インターネット講座について 
 

１ これまでの経過 

（１）動画配信                      （平成 26年 11 月 28 日～12月 11 日） 

講座名 講師名 公開日 アクセス数 

格差社会の中の生活困窮者支援の現状 
北海道医療大学 
  大友 芳恵教授 

11 月 28 日 
２７０ 

“北海道発”環境イノベーション 
北海道教育大学 
 松浦 俊彦准教授 

２３２ 

TPP と北海道農業 
北海道大学 
   東山 寛講師 

12 月８日 
４３ 

北海道のシマフクロウ 
札幌大学 
早矢仕 有子教授 

３３ 

 各講座合計 ５７８ 

トップページアクセス数 １０００ 

（２）ＤＶＤ配布先 

 ・全公立高等学校 

 ・各市町村教育委員会 

 ・札幌市生涯学習センター 

 ・札幌市各区民センター 

 ・道民カレッジ圏域（道央・道南・道北・道東）ボランティア 

 ※  ＤＶＤの配布先には、別記様式１、２により半期ごとに活用実績についての回答を依頼し、道

民カレッジ事務局を通じて、道民カレッジ本部事務局へ報告してもらう。 

（３）受講者アンケートの実施 

 ・インターネットでの受講者用（別記様式３）※自動アンケートシステムも運用 

 ・ＤＶＤでの視聴者用（別記様式４） 

 ※ アンケート結果については、半期ごとに道民カレッジ事務局から道民カレッジ本部事務局へ報

告をする。 
 

２ 講座の活用 

  道民カレッジ事務局（受託者：（公財）北海道生涯学習協会）の運営により、次の事業等での活用を

モデル的に実施し、「カレッジだより」、ホームページ等に掲載し、講座の活用を促進する。 

（１）市町村教育委員会事業での活用（担当講師の出前講座等を含む） 

（２）道民カレッジ圏域ボランティア事業での活用（担当講師の出前講座等を含む） 

（３）公立高等学校の授業での活用（担当講師の出前講座等を含む） 

（４）その他 

 ※ その他、道民カレッジ事務局では、道民カレッジ生を対象とした「レポート作成学習会」を開催

予定。 
 

３ 講座の周知 

（１）各市町村等ホームページでのリンク、広報誌等での周知を依頼 

   ※ ホームページへのリンク済み教育委員会～紋別市教育委員会、千歳市教育委員会 

（２）各教育局を通じて、家庭教育サポート企業等の関係団体等への周知の依頼 

（３）報道機関を通じての周知 

 

 



４ 今後の予定 

 
講師（制作委員） 

制作会社 道民カレッジ事務局 
（受託者） 

道民カレッジ本部事務局 
（生涯学習推進センター） 映像制作 システム制作 

12 月～ 

  

 

  

動画配信作業 
 
 

講座活用モデル事業の

実施 

 

講座活用モデル事業

の実施に係る支援 

 

２月 

第２回実行委員会・制作委員会参加 
 
 

第２回実行委員会・制作委
員会オブザーバー参加 

 第２回実行委員会・制作委員会（合同開催） 第２回実行委員会・制作委員会オブザーバー参加 

３月末    
ＤＶＤ活用実績報告の取りまとめ 
受講者アンケートの取りまとめ 

ＤＶＤ活用実績報告書の授受 
受講者アンケート集計結果の授受 

 

５ 次年度の参加予定大学（平成 26 年 11 月末現在、五十音順） 

  札幌大学、北翔大学、北星学園大学、北海学園大学、北海道医療大学、北海道教育大学、北海道情

報大学、北海道大学が参加予定（今年度参加の８大学） 

 

 

 


